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建設進む三河武士のやかた家康館
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　当日、先着1,000 名のかたに記念品を進呈するほか、抽せんで30名のかた

に選考委員になっていただきます。

　アトラクションとして「棒の手」など、三河地方の郷土芸能競演会を行い

ます。　　　　　　　　　　　　　　　（くわしくは、7ページをご覧ください）

３月15日(日)午後１時30分・竜美丘会館

あなたも　選考委員に.グ
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　　「特別な学校を１校作るよりも、施設の整わない学校

のレベルを上げ、学校格差の解消を」と、中学校1校の

新設、11の小学校の校舎増改築、小学校３校・中学校1

校の屋内運動場建設、小学校２校へのプール建設が進め

られています。

　豊かな人づくりを目ざして行われるこれらの事業が３

月末で完成すると、校舎の鉄筋化率は、小学校70.98％、

中学校70.54％、平均で70.84％となります。
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六ツ美中学校屋内運動場
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表紙説明　岡崎公園二の丸跡に建設中の三河武士のやかた　家康館は、３月25日完成予定。その後、貴重な資料

　　　　　の展示に備え、約１年間コンクリートの自然乾燥期間を置き、昭和57年開館の予定です。
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中
学
時
代
は
、
人
間
の
第
二
の
誕
生

期
と
い
わ
れ
、
自
我
が
発
達
し
、
次
第

に
自
己
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
時
期
で

す
。

　
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
ま
た
、
何

を
な
す
べ
き
か
を
考
え
、
そ
れ
を
な
し

遂
げ
る
た
め
の
心
と
か
ら
だ
が
次
第
に

形
成
さ
れ
る
、
少
年
か
ら
青
年
へ
の
″
か

け
橋
”
の
時
期
で
す
。
お
と
な
に
な
る

過
程
で
あ
る
た
め
、
未
熟
で
感
じ
や
す

く
、
傷
つ
き
や
す
く
、
弱
く
て
も
ろ
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、
心
と
行
動
が
分
裂
し

た
り
、
迷
っ
た
り
す
る
時
期
で
も
あ
り
、

多
く
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
入
学
当
初
は
、
環
境
の
変
化
で

心
身
と
も
に
疲
れ
や
す
い
の
で
、
家
庭

も
学
校
も
急
激
な
変
化
は
避
け
、
次
第

に
慣
れ
さ
せ
る
配
慮
が
必
要
で
す
。

｜

1";¬

Ｓ
学
ｎ
態
度
の
冑
成

"

　
中
学
生
活
で
大
切
な
こ
と
は
、
。
自
ら

学
い
ク
態
度
で
す
。
小
学
校
で
は
一
人
の

先
生
が
す
べ
て
を
教
え
る
た
め
、
細
か
い

所
ま
で
手
が
届
き
や
す
い
の
で
す
が
、
中

学
校
は
教
科
ご
と
に
先
生
が
変
わ
り
、
細

か
い
所
に
見
落
と
し
が
生
じ
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
れ
を
埋
め
る
た
め
に
も
、
自
ら

ｌ
ｊ
－
１
‐
－
‐
１
１
－
‐
―
‐
ｉ

　
　
　
　
　
　
　
｀
　
　
　

／
一

学
ぶ
よ
Ｉ
つ
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自

ら
学
ぶ
態
度
が
身
に
つ
け
ば
、
学
校
教
育

の
目
的
の
半
ば
は
達
成
さ
れ
た
と
言
え
る

　
こ
の
態
度
、
つ
ま
り
。
や
る
気
”
が
な

け
れ
ば
大
き
く
伸
び
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
学
校
で
も
家
庭
で
も
。
自
分
か
ら
や

る
″
こ
と
が
必
要
で
す
。

fl
節
度
（
規
律
）
を
守
る

1１1

　
　
。
節
度
″
と
は
。
自
分
で
自
分
を
律
し

て
ゆ
く
態
度
″
で
す
。

　
例
え
ば
、
放
課
時
に
運
動
場
で
遊
ん
で

い
て
も
、
始
業
の
合
図
が
あ
れ
ば
、
。
も

う
少
し
遊
び
た
い
″
気
持
ち
を
押
さ
え
て

す
ぐ
教
室
へ
入
る
。
こ
の
よ
う
に
自
分
を

律
し
て
ゆ
く
こ
と
が
″
節
度
が
あ
る
″
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
な
く
し
て
は
、
よ
き
中

学
校
生
活
は
送
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
お

と
な
に
な
る
た
め
の
訓
練
で
も
あ
る
の
で

　
学
校
は
、
多
数
の
生
徒
の
共
同
生
活
の

場
で
、
自
分
勝
手
な
行
動
は
相
手
に
迷
惑

を
か
け
ま
す
。
相
手
の
立
場
を
考
え
て
行

動
す
れ
ば
、
や
が
て
友
情
を
育
て
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。



ざ　き

¢●1
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か
　
高
校
入
試
を
心
配
し
て
塾
に
通
う
人
が

お
あ
り
ま
す
が
、
入
試
は
、
中
学
の
教
科
書

　
　
を
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
十
分
で
、
塾
へ
行
く

り
時
間
を
家
庭
で
教
科
書
の
学
習
に
あ
て
た

心
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
基
礎
学
力
を
養

一
一
一
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
九
教
科
の
実
力

　
　
を
つ
け
る
よ
う
に
し
な
い
と
、
高
等
学
校

　
　
で
伸
び
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
自
分
で
学
習
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を
着

昭和56年３月１日
５

実
に
実
行
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
学
習
の

あ
り
方
で
す
。

ｆ

1iＪI

　
中
学
は
ク
ラ
ブ
活
動
が
盛
ん
で
、
文
化

ク
ラ
ブ
や
体
育
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
中

学
時
代
は
で
き
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
で
か
ら

だ
を
鍛
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

将
来
、
進
学
し
た
り
社
会
へ
梁
立
っ
た
と

き
。
困
難
に
会
っ
て
、
そ
れ
に
耐
え
ぬ
く

た
め
に
は
、
健
康
の
支
え
が
必
要
に
な
り

偽
｀
ち

ま
す
。
人
間
に
と
っ
て
。
健
康
は
す
べ
て

で
は
な
い
が
、
健
康
を
失
え
ば
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
”
こ
と
は
事
実
で
す
。
健

康
で
あ
る
こ
と
は
、
生
き
て
ゆ
く
Ｌ
で
の

基
礎
と
な
り
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
運

動
機
能
を
向
上
さ
せ
、
規
律
を
重
ん
す
る

心
を
育
て
、
不
屈
の
根
性
と
豊
か
な
人
間

関
係
を
育
て
ま
す
。
こ
の
意
味
か
ら
も
、

ク
ラ
ブ
で
の
活
動
が
望
ま
れ
ま
す
。

ｆ
暇
の
利
用

"

　
良
き
人
間
生
活
に
は
。
ゆ
と
り
″
が
必

要
で
、
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
に
す
る
た
め

に
は
、
余
暇
の
活
用
が
大
切
で
す
。
余
暇

が
少
な
い
と
、
学
習
効
米
を
低
ド
さ
せ
る

ば
か
り
で
な
く
、
佃
人
の
能
力
の
発
育
を

遅
ら
せ
、
性
格
を
か
た
よ
ら
せ
、
健
康
の

障
害
と
な
り
、
人
間
関
係
を
崩
す
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
健
全
な
余
暇
利
用
は
、
そ

の
人
の
精
神
に
ゆ
と
り
を
り
え
ま
す
。

　
余
暇
利
用
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

読
書
な
ど
は
、
創
造
的
な
余
暇
利
用
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
現
代
っ
ｆ
は
テ
レ
ビ
を

見
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
は
消
極
的
な
人

間
を
つ
く
る
可
能
性
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

″
ｔ
・
；
″

親
が
あ
ま
り
神
経
質
に
な
っ
て
世
話
を

や
き
過
ぎ
る
と
、
子
供
は
迷
惑
が
っ
て
逃

避
し
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
放
任
す

る
の
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
勉
強
べ

や
と
し
て
、
離
れ
た
所
に
個
室
を
与
え
た

り
、
内
側
か
ら
鍵
が
か
か
る
よ
う
に
し
た

り
す
る
と
、
非
行
の
温
床
に
な
り
や
す
い

の
で
避
け
る
こ
と
が
賢
明
で
し
ょ
う
。
へ

や
は
、
家
族
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
も

の
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
密
室
に
な
る

へ
や
で
、
よ
い
結
果
に
な
っ
た
例
は
、
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
の
言
い
な
り

に
な
っ
て
へ
や
を
与
え
る
の
は
、
避
け
た

い
も
の
で
す
。
不
自
由
の
巾
で
、
辛
抱
し

な
が
ら
努
力
す
る
子
供
で
あ
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
。
丈
夫
で
素
直
な

人
間
”
に
育
つ
こ
と
が
理
想
で
あ
っ
て
、

あ
ま
り
神
経
質
に
な
っ
て
、
か
え
っ
て
子

供
を
傷
つ
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。
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若
葉
学
園
豊
二
四
－
一
七
五
四

　
福
祉
の
村
の
若
葉
学
園
で
昭
和
五
十
六

年
度
の
園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
名
称
　
精
神
薄
弱
児
療
育
セ
ン
タ
ー
若

葉
学
園

　
所
在
地
　
岡
崎
市
欠
町
字
清
水
田
七
の

一
　
福
祉
の
村
内

精
神
薄
弱
者
授
産
セ

ン
タ
ー
「
希
望
の
家
Ｌ

　
　
授
産
生
の
募
集

　
　
　
福
祉
の
村
希
望
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
二
Ｉ
Ｉ
八
〇
七
六

　
　
　
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
酋
二
三
－
六
一
五
四

　
授
産
セ
ン
タ
ー
希
望
の
家
で
は
、
授
産

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
の
家
は
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
に
基

づ
く
施
設
で
あ
り
、
一
般
企
業
に
雇
用
さ

れ
る
こ
と
が
困
難
な
精
神
薄
弱
者
の
か
た

に
通
所
し
て
い
た
だ
き
、
生
活
指
導
、
職

業
指
導
を
行
い
、
自
活
で
き
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
人
員
　
若
干
名

　
対
象
児
　
精
神
薄
弱
（
自
閉
的
傾
向
も

含
む
）
の
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
児
童
。

　
費
用
　
保
護
者
の
所
得
に
よ
り
措
置
費

の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
通
園
方
法
　
学
園
の
専
用
バ
ス
で
送
迎

し
ま
す
。

　
問
合
せ
先
　
岡
崎
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　
　
　
（
公
二
二
－
二
四
三
四
）

　
若
葉
学
園
　
（
酋
二
四
－
一
七
五
四
）

　
施
設
の
見
学
は
、
い
つ
で
も
で
き
ま
す

か
ら
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
場
所
　
岡
崎
市
欠
町
宇
清
水
田
七
番
地

一
　
福
祉
の
村
内

　
作
業
内
容
　
・
印
刷
科
・
：
名
刺
の
印
刷

・
木
工
科
・
：
腰
掛
の
素
材
の
は
り
合
わ
せ

・
軽
作
業
科
…
が
ん
具
花
火
の
袋
詰
め
と

花
火
作
り
、
計
量
器
部
品
の
組
立
の
一
工

程
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
の
成
型

　
指
導
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
募
集
人
員
　
十
五
名
（
十
五
歳
以
上
の

男
女
）

　
費
用
　
同
居
の
生
計
中
心
者
の
所
得
に

応
じ
て
、
措
置
費
の
一
部
負
担
金
が
出
ま
す
。

　
入
所
手
続
　
市
福
祉
課
福
祉
係

　
問
合
せ
先
　
福
祉
の
村
希
望
の
家
、
又

は
市
役
所
福
祉
課
福
祉
係
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

高
齢
者
に
適
し
た
仕
事
を

社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
岡
崎
市
高
齢
者
能
力
活
用
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
二
四
－
五
七
二
九

　
高
齢
者
能
力
活
用
協
会
は
高

齢
者
の
生
き
が
い
、
健
康
増
進
、

社
会
参
加
を
め
ざ
し
て
、
昭
和

五
十
四
年
十
月
に
発
足
を
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
民
間
事
業
所
、

一
般
家
庭
か
ら
も
協
会
に
寄
せ

る
期
待
も
増
大
し
、
事
業
活
動

も
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
国
も
こ
の
事
業
の
重
要
性
を

認
識
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
し
て
国
の
施
策
に
と
り

入
れ
、
こ
れ
を
機
会
に
協
会
も

新
し
く
「
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
岡
崎
市
高
齢
者

能
力
活
用
協
会
」
と
し
て
生
ま

れ
か
わ
り
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ

し
い
能
力
に
応
じ
た
仕
事
を
、

な
ん
ら
か
の
報
酬
で
引
き
受
け

一
層
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
と
き
に
協
会
の
ご
利

用
を

○
臨
時
の
仕
事
が
で
き
、
人
を

雇
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
高
齢
者

に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

＠
留
守
番
や
家
事
の
手
伝
い
を

頼
み
た
い
な
ど
、
ど
ん
な
小
さ

な
仕
事
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
仕
事
の
内
容

　
封
筒
や
ハ
ガ
キ
の
あ
て
名
書

き
、
証
書
の
毛
筆
、
原
紙
書
き

書
類
の
整
理
や
伝
票
整
理
、
集

計
、
簡
単
な
大
工
仕
事
、
植
木

の
手
入
れ
、
和
裁
、
ラ
ベ
ル
張

り
。
清
掃
、
除
草
、
あ
と
か
た

づ
け
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
岡
崎
市
高
齢
者
能
力
活

用
協
会
　
岡
崎
市
朝
日
町
三
丁

目
十
七
番
地
　
岡
崎
市
福
祉
会

館
内
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と　き：３月15日(日)午後１時30分

ところ：竜美丘会館(東岡崎駅から東へ1km)

　
桜
ま
つ
り
恒
例
の
家
康
行
列
の
参
加
者

を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
三
月
七
日
ま
で

募
集
し
て
い
ま
す
が
、
多
数
の
応
募
者
の

中
か
ら
徳
川
家
康
を
始
め
、
本
多
忠
勝
、

酒
井
忠
次
、
榊
原
康
政
、
井
伊
直
政
、
竹

千
代
、
於
大
の
方
、
築
山
御
前
、
亀
姫
、

千
姫
な
ど
の
公
開
選
考
発
表
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
当
日
の
参
観
者
の
う
ち
、
先
着
千
名
の

か
た
に
お
た
の
し
み
と
し
て
協
賛
の
品
を

進
呈
し
、
抽
選
で
三
十
名
の
か
た
に
臨
時

の
選
考
委
貝
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
選
考

委
員
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
三
河
地
方

に
伝
わ
る
「
棒
の
手
」
な
ど
、
郷
土
芸
能

を
集
め
て
競
演
会
を
行
い
ま
す
。
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
●

み
な
さ
ん
の
″
一桑

谷
山
荘
へ
ど
う
ぞ

桑
谷
山
荘
　
豊
四
八
－
二
八
五
五

　
桑
谷
山
荘
は
、
海
抜
四
百
メ

ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、

南
は
遠
く
伊
勢
志
摩
を
、
北
は
、

は
る
か
日
本
ア
ル
プ
ス
連
峰
ま

で
一
望
で
き
る
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
景
勝
地
で
す
。

　
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
宿
泊
、
休

憩
に
、
ま
た
、
団
体
、
事
業
所

な
ど
の
会
合
、
宴
会
、
研
修
会

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
の
申
込
み
　
直
接
電
話

又
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
送
迎
バ
ス
の
利
用
　
佃
人
の

か
た
は
、
名
鉄
本
宿
駅
か
ら
送

迎
し
ま
す
。
十
名
以
上
の
団
体

は
、
市
内
全
域
と
国
鉄
蒲
郡
駅

三
ヶ
根
駅
、
幸
田
駅
、
名
鉄
赤

坂
駅
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

　
利
用
料
金
　
一
人
一
泊
二
食
付

　
　
　
　
大
人
…
三
千
四
百
円

　
　
　
　
小
人
…
二
千
九
百
円

　
た
だ
し
、
四
月
一
日
か
ら
大

人
三
千
九
百
円
、
小
人
三
千
四

百
円
に
料
金
改
正
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
料
理
　
二
千
円
、
三
千
円
、

四
千
円
、
そ
の
ほ
か
一
品
料
理

が
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
国
民
宿

舎
桑
谷
山
荘
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

Ｉ
Ｏ

Ｌ
Ｖ



８

　働く婦人会館

定期講座のご案内

　　　働く婦人会館き23-2963
Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ

　
４
月
か
ら
次
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

お
気
軽
に
受
講
く
だ
さ
い
。

　
受
購
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
の

婦
人
（
学
生
は
除
く
）

　
受
購
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費

及
び
テ
キ
ス
ト
代
を
必
要
と
し
ま
す
）

　
申
込
受
付
　
申
込
み
受
付
日
の
午

前
1
0
時
3
0
分
か
ら
受
付
を
し
ま
す

が
、
そ
の
時
間
ま
で
に
お
い
で
の
か

た
が
定
貝
を
越
え
た
場
合
は
、
そ
の

時
点
で
抽
選
し
ま
す
。
定
貝
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
の
で
、
教
材
費
を

添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
先
　
働
く
婦
人
会
館
（
岡
崎

市
伊
賀
新
町
1
0
の
３
）
　
・
月
曜
日
は

休
館
日
で
す
。

考
素
ホ
ホ
素
塗
寮
参
参
’
奪

令妙毬)吠》<糾》妙妙妙諦綿紡傍妙･粉

講
座
名
称

○
期
間

＠
開
設
日
時

＠
申
込
受
付

○
定
員

＠
教
材
費

＠
講
座
内
容

綿綿初物(節哨〉(節節･籾く哨〉･扮(?啄〉だ哨〉

考
参
考
参
考
参
Ｉ
Ｉ
考

家

庭

料

理

０
４
月
～
９
月
　
2
0
回

＠
毎
週
火
・
午
前
1
0
時
～
1
2
時

　
午
後
１
時
～
３
時
・
夜
間
６
時

　
～
８
時

＠
午
前
・
午
後
３
月
2
5
日
（
水
）
か
ら

　
夜
間
３
月
2
9
ロ
（
日
）
か
ら

○
午
前
・
午
後
・
夜
間
と
も
各
4
0
名

＠
１
２
、
０
０
０
円

＠
日
本
・
西
洋
・
中
華
料
理

作
歎
願
引
叫
一

　
　
　
⑥

０
４
月
～
６
月

　
1
0
回

＠
毎
週
火
午
前
1
0

　
時
～
1
2
時
・
午

　
後
１
時
～
３
時

　
・
夜
間
６
時
～

　
８
時

　
　
⑩

４
月
Ｉ
９
月

1
0
回

毎
月
第
１
・
３

水
・
午
前
1
0
時

～
Ｃ
Ｓ
３
時

＠
午
前
・
午
後
３
月
2
5
日
（
水
）
か
ら

｜

　
夜
間
３
月
2
9
日
（
日
）
か
ら

○
午
前
・
午
後
・
夜
間
と
も
各
2
0
名

ｅ
２
、
５
０
０
円

＠
日
常
生
活
に
す
ぐ
役
立
つ
着
付

＠

０
４
月
～
９
月

　
1
0
回

＠
毎
月
第
１
・
３

　
火
・
午
前
1
0
時

　
～
1
2
時

＠
３
月
2
6
日
か
ら

○
3
0
名

＠
２
、
５
０
０
円

⑤

同
上

毎
月
第
１
・
３

金
・
夜
間
６
時

～
８
時

３
月
2
9
日
か
ら

2
0
名

同
上

＠
基
本
か
ら
検
定
３
級
受
験
ま
で

毛
筆
習
字

　
　
　
＠

０
４
月
Ｉ
９
月

　
1
0
回

＠
毎
月
第
２
・
４

　
火
・
午
前
1
0
時

　
～
1
2
時

＠
３
月
2
6
日
か
ら

○
3
0
名

＠
２
、
５
０
０
円

　
　
　
⑩

同
上

毎
月
第
２
・
４

金
・
夜
間
６
時

１
８
時

３
月
2
9
日
か
ら

2
0
名

同
上

＠
楷
書
、
行
書
、
か
な
の
基
本
学
習

　
　
　
＠

０
４
月
～
３
月

　
4
0
回

＠
毎
週
土
・
午
前

　
1
0
時
～
1
2
時

＠
３
月
2
8
日
か
ら

○
3
0
名

　
　
　
⑩

４
月
～
９
月

2
0
回

毎
週
火
・
夜
間

６
時
～
８
時

３
月
2
9
日
か
ら

1
5
名

一一⌒⌒⌒
一一一一・⌒－･-・一一・－一一・⌒－一一一一ヽ・一一・⌒－・－・－一一・一一ヽ⌒⌒一一・-●－

｜

｜
｜ 准[]，

-り-

:た:

一い一

一聞一

大

)§j
⊆1
n*
民

税

課

き

23

　１

６

０

７

１ 一息

兼

巴J

　
問
い

　
私
の
所
有
す
る
原
動
機
付
自
転
車

　
（
5
0
C
C
）
を
知
り
合
い
の
女
性
に

売
却
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
譲
渡
に

伴
う
名
義
変
吏
手
続
き
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
答
え

　
あ
な
た
の
よ
う
に
譲
渡
行
為
が
な

さ
れ
た
と
き
は
、
地
方
税
法
及
び
市

税
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
届
出
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
所
有
者

は
、
三
十
日
以
内
に
納
税
義
務
消
滅

　
（
変
更
）
申
告
書
に
よ
る
廃
車
届

　
（
印
鑑
及
び
標
識
＝
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
を
必
要
）
を
、
ま
た
、
新
所
有

者
は
。
十
五
日
以
内
に
納
税
義
務
発

生
申
告
書
に
よ
る
届
出
（
印
鑑
及
び

販
売
ま
た
は
譲
渡
証
明
、
自
賠
責
保

険
証
。
並
び
に
車
名
。
型
式
認
定
番

号
、
車
台
番
号
、
エ
ン
ジ
ン
番
号
、

総
排
気
量
の
わ
か
る
も
の
を
必
要
）

を
し
、
新
し
い
標
識
を
受
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
手
数
料
は
不
要
で
、
担
当
窓
口
は

市
民
税
課
諸
税
係
で
す
。

　
な
お
、
原
付
自
転
車
・
小
型
特
殊

自
動
車
以
外
の
軽
自
勁
車
関
係
の
取

扱
い
窓
口
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

取
扱
い
に
若
干
の
述
い
が
あ
り
ま
す

の
で
。
各
窓
口
に
あ
ら
か
じ
め
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
（
三
輪
・
四
輪
）
山
軽

自
動
車
検
査
協
会
愛
知
主
管
事
務
所

西
三
河
支
所
（
岡
崎
市
江
口
三
丁
目

五
－
一
　
豊
5
3
－
5
4
0
5
）



　
　
＠
６
、
０
０
０
円
一
３
、
０
０
０
円

き
＠
文
化
式
洋
故
の
基
本
か
ら
始
め
ま
す

ざか

和
　
　
　
　
裁

０
４
月
Ｉ
３
月
　
4
0
回

お
＠
紅
辺
水
・
午
前
1
0
時
～
1
2
時

　
　
＠
３
月
2
5
日
（
水
）
か
ら

市政だより日１月３
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0
2
0
名

＠
６
、
０
０
０
円

＠
基
礎
縫
い
か
ら
始
め
ま
す

手
　
　
　
　
編

　
　
　
⑥

０
４
月
１
９
月

　
1
0
回

＠
毎
月
第
１
・
３

　
木
・
午
前
1
0
時

　
r
―
*
時

＠
３
月
2
6
日
か
ら

○
3
0
名

＠
２
、
５
０
０
円

　
　
　
⑤

４
月
～
９
月

2
0
回

毎
週
金
・
夜

間
６
時
～
８

20 3時

ａ　四-
月
2
9
日
か
ら

５
、
０
０
０
円

＠
初
心
者
に
で
き
る
日
常
着
を
作
る

０
４
月
～
３
月
　
1
2
回

＠
毎
月
第
４
土
・
午
後
１
時
3
0
分
～

　
３
時
3
0
分

＠
３
月
2
7
日
（
金
）
か
ら

○
3
5
名

ｅ
ｌ
、
ｎ
／
“
０
０
円

＠
文
化
財
の
見
方
、
民
俗
文
化
、
暦

　
の
見
方
を
学
ぶ

　
　
茶
　
　
　
　
道

０
４
月
～
９
月
　
2
0
回

＠
毎
週
火
・
夜
間
６
時
～
８
時

｜

＠
３
‥
り
2
9
日
（
日
）
か
ら

0
2
0
タ
‥

＠
６
、
０
０
０
円

＠
表
１
家
、
茶
道
の
初
歩
を
学
ぶ

　
―
‐
‐
‐

量
几
‐
則

０
４
月
Ｉ
９
月
　
1
0
回

＠
毎
月
第
１
・
３
金
午
前
1
0
時
1
1
2
時

＠
３
月
2
7
日
（
金
）
か
ら

○
2
0
名

＠
６
、
０
０
０
円

＠
草
月
流
基
本
花
刑
七
全
般
と
応
用

伺

[ぎ

０
４
月
～
３
月
　
1
3
回

＠
毎
月
第
３
土
・
午
後
１
時
3
0
分
～

　
３
時
3
0
分

＠
３
月
2
8
m
（
土
）
か
ら

○
3
0
名

ｅ
７
、
１
’
ひ
ｏ
円

＠
さ
つ
き
の
手
人
れ
、
草
花
、
野
菜

　
の
作
り
方
を
学
ぶ

女
性
コ
ー
ラ
ス

０
４
月
Ｉ
９
月
　
2
0
回

＠
毎
週
火
・
午
後
１
時
～
３
時

＠
３
月
2
8
日
（
土
）
か
ら

○
3
0
名

＠
５
０
０
円

＠
発
声
練
習
か
ら
合
唱
ま
で

籐
　
細
　
工

０
４
月
～
９
月
　
1
0
回

＠
毎
月
第
２
・
４
木
午
前
1
0
時
～
1
2
時

＠
３
月
2
6
日
（
木
）
か
ら

○
2
0
名

＠
６
、
０
０
０
円

＠
基
礎
編
み
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
す

二
淵
」

’

こい

０
４
月
～
９
月
　
2
0
回

＠
毎
週
金
・
夜
間
６
時
～
８
時

＠
３
月
2
9
日
（
日
）
か
ら

○
4
0
タ
‥

＠
―
．
０
０
０
円

＠
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
幣
え
ま
す

｜
―
ｌ

完
訓
爪
⑤

０
４
月
Ｉ
９
月
　
1
0
回

＠
毎
月
第
２
・
４
金
午
前
1
0
時
～
1
2
時

＠
３
月
2
7
日
（
金
）
か
ら

○
2
0
名

＠
２
、
０
０
０
円

＠
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
基
礎
を
学
ぶ

簿
記
（
初
級
）

０
４
月
１
９
月
　
2
0
回

＠
毎
迎
土
・
午
後
１
時
～
３
時

＠
３
月
2
8
日
（
土
）
か
ら

○
3
0
名

ｅ
３
、
０
０
０
円

＠
商
業
薄
記
の
基
礎
か
ら
検
定
受
験

簿
記
（
中
級
）

０
４
月
Ｉ
２
月
　
2
0
回

＠
毎
月
第
２
・
４
火
午
後
１
時
～
３
時

＠
３
月
2
8
日
（
土
）
か
ら

○
2
0
名

＠
３
、
０
０
０
円

＠
初
歩
の
基
礎
を
も
と
に
、
検
定
２

　
級
受
験
に
役
立
つ
よ
う
指
導

ノ ミ ／ － － －． 之 ～ ／ ミ ～
-

／ ﾐ ･
⌒ ⌒ - ヽ 一 ⌒ ⌒ ⌒ -

--
／へ

心心一 一- ヽ -一 一 ヽ
"

一 一
へ心八八心- 一 一

"、
一一一一

　
軽
自
動
車
（
二
愉
）
・
二
輪
の
小

型
自
動
車
鼎
愛
知
県
陸
巡
事
務
所
西

三
河
支
所
（
豊
田
市
若
林
西
町
字
北

間
八
〇
　
豊
0
5
6
5
『
5
2
‐
‘
’
2
4

1
7
』◆

◆

◆

　
問
い

　
私
は
最
近
、
事
業
経
営
の
改
善
と

省
力
化
の
た
め
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
購
入
し
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

悦
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

　
答
え

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
は
、
要
件
に
よ

り
小
刑
ｔ
特
殊
自
動
車
と
大
聖
特
殊
自

動
車
と
に
区
別
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た

の
取
得
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が

小
則
ｔ
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
場
合
、

地
方
税
法
及
び
市
税
条
例
に
よ
り
軽

自
動
車
税
の
対
象
と
な
り
、
申
告
の

義
務
が
あ
り
ま
す
。
大
型
特
殊
自
動

車
に
該
当
す
る
場
合
は
、
償
却
資
産

と
し
て
固
定
資
産
悦
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
は
、
専
ら
工
場

内
、
倉
庫
内
の
み
で
使
用
さ
れ
道
路

を
走
行
し
な
い
も
の
も
あ
る
た
め
、

小
型
特
殊
自
動
車
と
し
て
の
観
念
を

離
れ
、
償
却
資
産
と
し
て
申
告
さ
れ

て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
税
法
は
車
両
法
・
道
路

交
通
法
と
異
な
っ
て
、
道
路
を
運
行

す
る
、
し
な
い
と
を
特
別
に
区
別
し

て
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
小
型
特
殊

自
動
車
で
あ
れ
ば
道
路
を
運
行
す
る
、

し
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
主
た
る

定
置
場
所
在
の
市
町
Ｈ
に
お
い
て
、

そ
の
所
有
嗇
に
軽
自
動
車
脱
が
課
さ

れ
ま
す
。
よ
っ
て
。
小
刑
上
特
殊
自
動

小
を
収
得
さ
れ
た
場
八
‥
、
申
告
を
し

て
、
市
脱
条
例
に
よ
り
標
識
を
付
け

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
乗
用
装
置
付
き
農
耕
作
業

用
自
勁
眼
（
コ
ン
バ
イ
ン
ー
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
）
で
、
小
型
特
殊
自
勁
車

に
該
当
す
る
も
の
も
軽
自
動
車
税
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
小
型
特
殊
自
動
車
の
要
件
　
艮
さ

４
・
７
メ
ー
ト
ル
以
下
　
高
さ
２
メ

ー
ト
ル
以
下
　
幅
―
・
７
メ
ー
ト
ル

以
下
　
辰
高
速
度
毎
時
1
5
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
下
　
（
内
燃
機
関
を
原
助
機

と
す
る
自
動
車
に
あ
っ
て
は
、
総
排

気
‥
斑
が
Ｉ
・
５
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も

の
に
限
る
）

言
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春
の
お
彼
岸
に
、
岡
崎
墓
園
へ
の

墓
参
り
に
便
利
な
名
鉄
の
臨
時
増
発

バ
ス
が
、
３
月
Ｃ
Ｍ
日
と
2
2
日
の
二
日

間
、
束
岡
崎
駅
か
ら
一
日
五
往
復
運

行
さ
れ
ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
期
間
中
や
す
ら
ぎ
公

園
管
理
事
務
所
で
は
墓
地
相
談
日
と

し
て
、
墓
地
利
用
の
相
談
や
申
込
み

の
受
付
を
し
ま
す
か
ら
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
期
間
　
３
月
2
1
日
（
土
・
祝
）
と

３
月
2
2
日
（
日
）
の
二
日
間

　
運
行
区
間
　
東
岡
崎
Ｕ
岡
崎
墓
園

運
賃
　
大
人
片
道
　
２
４
０
円

　
　
　
小
人
片
道
　
１
２
０
円

時
刻
表

東岡崎 中伝馬 梅園小学校稲　熊 岡崎墓園ｐ９
０

１
３
４

30
30

00
00

25

9
10
H

13
14

32
32
02

02
27

９
０

１
３
４

34

34
04

04
29

９
０

１
３
４

37

37
07

07
32

ａ
ｏ

１
３４

52

52
22

22
47

岡崎m園 稲　熊 梅園小学粕 中伝馬 東岡崎

ｄ
『

０

１
２

３
－ａ

30
30

00
55

20

10
11

12
14

15

45
45

15
10

35

０
１

２

４
５

48
48

18
13

38

０
１

２

４
５

50
50

20
15

40

０
１

２

４
５

52
52

22
17

42

石
田
利
作
先
生
遺
稿
㈲

＝
板
垣
退
助
の
来
岡
‥

　
今
回
は
、
故
石
田
利
作
先
生
の

「
続
岡
崎
市
史
」
遺
稿
の
資
料
編
よ
り
、

自
由
党
総
理
板
垣
退
助
か
遊
説
の
途

中
、
当
岡
崎
へ
招
か
れ
た
こ
と
を
紹

介
し
よ
う
。
石
田
先
生
は
、
偶
然
、

六
供
町
の
故
松
井
弘
氏
の
所
有
す
る

史
料
か
ら
、
当
時
豊
僑
の
加
藤
平
吉

　
（
自
由
党
貝
）
が
岡
崎
の
板
垣
の
懇

親
会
に
出
席
し
て
、
予
記
し
た
も
の

の
印
刷
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
を
資
料
編
に
納
め
ら
れ
た
。

　
　
明
治
十
五
年
三
月
二
十
二
日

　
板
垣
は
自
由
民
権
の
首
魁
と
し
て

一
行
を
と
も
な
っ
て
「
大
に
民
心
を

開
拓
す
る
」
意
を
持
っ
て
、
明
治
十

五
年
（
一
八
八
二
）
の
三
月
四
日
に

東
京
を
出
発
し
た
。
当
時
、
東
海
道

線
は
ま
だ
測
量
の
最
中
で
あ
り
、
人

力
車
を
連
ね
て
の
遊
説
で
あ
っ
た
。

　
沼
津
、
静
岡
、
浜
松
に
立
ち
寄
り
、

同
十
七
日
。
豊
橋
に
入
り
田
原
へ
、

そ
し
て
同
二
十
二
日
、
岡
崎
の
随
念

寺
に
お
い
て
大
演
説
会
を
開
い
た
。

残
念
な
が
ら
、
当
演
説
会
の
板
垣
の

記
録
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
な

く
、
僅
か
に
、
前
田
蓮
山
著
「
「
自

由
民
権
」
時
代
』
二
九
六
一
年
、

時
事
通
信
社
）
に
お
い
て
、
三
陽
自

あ
り
、
明
治
八
年
四
月
、
漸
次
立
憲

政
体
を
立
ん
と
誓
出
さ
れ
又
、
明
治

二
十
三
年
に
は
国
会
を
開
始
す
べ
し

と
勅
諭
あ
ら
せ
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ

が
準
備
と
し
て
政
党
が
必
要
で
あ
る
。

　
（
中
略
）
然
し
政
党
は
社
交
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
私
交
に
よ
っ
て
す
べ
き

で
は
な
い
。
私
交
は
私
人
の
結
合
で

あ
る
が
、
社
交
は
主
体
主
格
に
よ
っ

て
結
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
社
交
に

よ
る
団
結
は
貧
富
老
幼
賢
愚
の
別
は

な
い
。
こ
の
社
交
結
合
盛
ん
な
れ
ば

名
誉
を
重
ん
じ
、
徳
材
を
政
ぷ
心
が

愈
々
盛
ん
と
な
り
、
品
行
も
正
し
く

知
識
も
発
達
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
結
合
に
よ
り
、
上
は
王
室
を

泰
山
の
安
き
に
お
き
、
下
は
億
兆
の

安
寧
幸
福
を
図
ら
ぬ
ば
な
ら
ぬ
。
こ

れ
が
我
が
党
の
本
分
で
あ
り
、
臣
民

の
大
義
で
あ
る
。
余
が
自
山
主
義
を

咄
え
て
十
数
年
敢
え
て
変
ら
ざ
る
は

こ
の
信
念
に
よ
る
も
の
で
、
将
来
何

か
の
事
変
が
あ
っ
て
も
、
決
し
て
こ

の
主
義
を
か
え
る
も
の
で
な
い
。
」

　
こ
の
よ
う
に
、
板
垣
は
岡
崎
の
懇

親
会
に
お
い
て
、
立
憲
君
主
制
下
の

自
由
党
立
党
の
必
要
性
と
そ
の
本
分
、

そ
し
て
、
彼
自
身
の
政
治
理
念
に
つ

い
て
熱
弁
を
振
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
き
に
。
板
垣
四
十
四
歳
、
維
新

の
元
勲
の
一
人
で
、
岐
阜
に
て
刺
客

相
原
収
弥
に
刺
傷
を
受
け
る
、
僅
か

二
週
問
余
り
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
近
代
班
専
任
調
査
員
　
吉
川
達
也

由
党
の
首
領
国
島
博
が
板
垣
の
演
説

に
先
立
ち
、
朗
読
し
た
歓
迎
の
辞

「
板
垣
君
の
来
臨
を
謝
す
」
の
記
録
が

あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
。
そ
の

会
場
は
豊
僑
よ
り
も
大
き
く
、
自
由

党
の
重
鋏
で
、
の
ち
に
岐
阜
で
、
刺

客
か
ら
板
垣
を
救
う
こ
と
に
な
る
、

知
立
町
の
内
藤
魯
一
が
大
の
支
援
者

で
あ
っ
た
た
め
、
参
会
者
は
岡
崎
は

も
と
よ
り
、
碧
海
、
束
・
西
加
茂
郡

か
ら
多
数
集
ま
り
盛
況
で
あ
っ
た
と

い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
同
手
記
で
は
演
説
会

の
後
、
板
垣
が
六
地
蔵
の
枡
屋
料
理

店
で
の
懇
親
会
の
宴
上
、
右
の
大
要

の
演
説
を
試
み
た
と
あ
る
。

　
　
演
説
の
大
要

　
　
『
凡
そ
社
会
の
構
造
に
は
二
腫
あ

る
。
一
は
道
徳
社
会
で
、
一
は
政
治

社
会
で
あ
る
。
前
者
は
仁
忠
を
基
礎

と
し
、
後
者
は
仁
恵
外
を
基
礎
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
人
の
幸
福
は
只

道
徳
社
会
の
み
で
は
得
ら
れ
な
い
。

政
治
社
会
も
大
切
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

に
は
政
党
が
必
要
で
あ
る
。
も
し
君

主
専
制
の
国
体
な
ら
政
党
の
用
は
な

い
。
然
る
に
日
本
は
五
ヶ
条
の
御
誓

文
に
よ
り
万
機
公
論
に
決
す
べ
し
と
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- 11 －　昭和56年３月１ 日

26万市民の力を合わせて交通事故撲滅をーの

ローガンを掲げ、第５回交通安全市民総決起大

が、岡崎勤労会館で開かれ、約800人が参加しま

た。　　　　　　　　　　　　　　( 2 月7 叫

　れ1-有か
　まが名ら
ーし｀な伝

２た寒滝わ月゜空山る

11　の寺豪
日　中の壮
一　で｀な

　
　
市
長
ら
1
0
人
が
直
接
学
区
住
民
と
対

　
話
を
行
い
、
住
民
の
声
を
市
政
に
反
映

　
し
よ
う
と
、
第
一
回
目
の
「
新
市
政
を

話
し
合
う
会
Ｌ
が
恵
田
小
学
校
で
開
か

　
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
月
３
日
）

市政だより お　か　ざ　き

　岡崎市スポーツガーデンスケートリンクで、「国際
障害者年記念アイススケートのっとい」が開かれ、約
50人ガボランティアの人たちの協力で氷上を滑って楽
しみました。 （2月8日）

　市内14中学校が参加して「中学校サッカー競

技大会」が開が｀れ、城北中学校かみごと優勝し

ました。2liZは福岡中学校、３位は矢作中学校●
　　　　　　　　　　　--　　　●

　
奥
殿
小
学
校
で
は
、
郷
土
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
風
習
を
再
現
し
、

昔
の
人
た
ち
の
生
活
を
し
の
ぶ
目

的
で
「
も
ち
花
づ
く
り
の
会
Ｌ
を

開
き
ま
し
た
。
　
　
（
２
月
1
4
日
）

と六ッ美中学校でした。

'■

＞
・
　
’

。
。 ’

～
’
　
　
‘

- － ―

ゝ

　ｔ

( 2月15日）
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３
日
吻
午
前
1
0
時
（
受
付
９
時
3
0
分
）

よ
り
岡
崎
公
園
体
育
場
で
行
い
ま
す

の
で
、
開
校
通
知
の
届
い
た
か
た
は

ご
出
席
く
だ
さ
い
。
③
　
ラ
ケ
ッ
ト

等
は
希
望
者
が
あ
れ
ば
協
会
で
あ
っ

せ
ん
し
ま
す
。

１ 岡崎市の人□ １
昭和56年２月１日現在

　男　131,080人　　92人増

　女　133,243人　　121人増

　計　264,323人　　213人増

世帯数77,776世帯　13世帯減

　
申
込
締
切
日
　
３
月
2
0
日

　
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
経
験
年

数
を
記
入
の
う
え
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
４
４
４
　
岡
崎
市
六
名
本
町
７
番

地
　
岡
崎
市
体
育
館
内
硬
式
テ
ニ
ス

教
室
係

　
そ
の
他

　
①
　
受
講
者
に
は
開
校
通
知
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
通
知
に
従
っ
て
ご

出
席
く
だ
さ
い
。
②
　
天
候
等
の
都

合
に
よ
り
時
間
を
変
更
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
募
集
人
員

①
東
京
学
生
寮
（
千
葉
県
市
川
市
南

　
八
幡
―
丁
目
2
1
j
8
）

　
―
学
年
↓
1
5
名
　
３
学
年
↓
４
名

②
京
都
学
生
寮
（
京
都
府
長
岡
京
市

　
開
田
４
丁
目
1
6
1
2
）

　
１
学
年
↓
1
4
名
　
３
学
年
↓
１
名

　
４
学
年
↓
４
名

　
応
募
資
格
　
①
岡
崎
市
に
３
年
以

上
居
住
す
る
か
た
の
子
弟
（
女
子
を

除
く
）
で
、
東
京
、
京
都
及
び
そ
の

近
郊
の
大
学
に
進
学
を
希
望
す
る
か

た
な
ら
び
に
在
学
し
て
い
る
か
た
。

②
健
康
で
品
行
方
正
で
あ
る
か
た
。

③
寮
費
等
の
支
払
い
の
で
き
る
か
た
。

④
岡
崎
市
内
に
居
住
し
、
独
立
の
生

計
を
営
む
確
実
な
保
証
人
の
あ
る
か
た
。

　
納
め
て
い
た
だ
く
額
　
①
寮
費
、

光
熱
水
費
等
　
月
額
１
万
５
百
円

　
（
予
定
）
　
②
食
費
　
実
費

　
募
集
期
間
　
３
月
２
日
㈲
Ｉ
３
月

1
0
日
肉
　
受
付
は
、
日
曜
日
を
除
き

毎
日
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
と
し
、
土
咄
日
は
午
後
零
時
3
0

分
ま
で
で
す
。

　
申
請
用
紙
の
交
付
　
２
月
2
0
日
翻

か
ら
教
育
委
貝
会
学
校
教
育
課
学
事

係
（
市
役
所
７
階
）
で
交
付
し
ま
す
。

京都学生寮

緑
　
【
催
し
も
の
】

・
盆
栽
管
理
講
習
会

　
　
（
黒
松
の
植
替
え
に
つ
い
て
）

　
実
施
団
体
　
岡
崎
盆
栽
会

　
日
時
　
３
月
８
日
剛

　
　
　
　
　
午
前
９
時
１
Ｈ
時

※
　
受
講
は
無
料
で
自
由
参
加
で
す
。

・
洋
ら
ん
展
示
・
交
換
会

　
実
施
団
体
　
岡
崎
ら
ん
友
会

　
日
時
　
３
月
８
日
向

　
　
　
　
　
午
後
１
時

乖
盆
栽
展
示
分
譲
・
交
換
会

　
実
施
団
体
　
岡
崎
盆
栽
会

　
日
時
　
３
川
1
4
日
出
　
午
前
９
時

　
～
午
後
４
時
・
1
5
日
向
　
午
前
９

　
時
～
午
後
１
時
…
展
示
分
譲
技
術

　
指
導
　
／
1
5
日
間
　
午
後
１
時
…

　
交
換
会

　
【
今
月
の
園
芸
作
業
一

廊
花
壇

　
　
宿
根
草
類
の
株
分
け
適
期
で
す
。

　
３
～
４
年
以
上
紙
え
た
ま
ま
の
も

　
の
は
、
枯
れ
た
古
株
を
掃
除
し
た

　
り
し
て
、
株
間
と
広
げ
て
植
え
替

　
え
る
と
良
く
な
り
ま
す
。

・
植
木

　
　
整
枝
せ
ん
定
は
発
芽
前
に
実
施

　
し
ま
し
ょ
う
。
各
任
樹
木
の
移
植

　
適
期
で
す
。

婦
人
軟
式
テ
ニ
ス

教
室
を
開
き
ま
す

岡
崎
市
体
育
館

　
　
　
　
　
豊
5
3
－
１
只
）
１
１

　
日
時
　
４
月
～
７
月
　
毎
週
金
曜

日
　
午
前
９
時
1
1
2
時

　
場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
資
格
　
市
内
在
住
の
婦
人

　
募
集
人
員
　
5
0
名
（
定
貝
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
）

　
受
講
料
　
２
千
５
百
円

　
申
込
締
切
日
　
３
月
2
0
日

名
、
年
齢
。
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
申
込
み
く
だ
さ
い
。
〒
４
４
４

岡
崎
市
六
名
本
町
７
番
地
　
岡
崎
市

体
育
館
内
テ
ニ
ス
教
室
係

　
そ
の
他
　
①
　
使
用
球
は
協
会
で

負
担
し
ま
す
。
②
　
開
校
式
は
４
月

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

（
初
級
・
中
級
）
を

　
　
開
き
ま
す

岡
崎
市
体
育
館

　
　
　
　
　
き
5
3
‐
1
８
1
1

日
時
　
４
月
～
１
９
一
月
　
毎
週
水
曜

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
．
氏
　
　
日
　
午
後
５
時
～
６
時

　
場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
か
た
（
小
学
３
年
以
上
の
男
女
）

　
募
集
人
員
　
2
0
名
（
定
貝
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
）

　
受
講
料
　
４
千
円
（
２
ヵ
月
分
）

岡
崎
育
英
会
学
生
寮

入
寮
生
の
募
集

学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
豊
2
3
－
６
4
2
5

　
昭
和
5
6
年
度
岡
崎
育
英
会
学
生
寮

入
寮
希
望
者
を
、
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
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か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ

り
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
保
険
料
の
納
付
は

大
切
な
こ
と
で
す
か
ら
忘
れ
ず
に
、

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
経
済
的
な
理
山
で
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
ぼ
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
（
当
然
加

入
者
に
限
る
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、

未
納
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
一
度
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
改
定

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
現
在
１

ヵ
月
当
た
り
3
.
7
7
0
円
で
す
が
、

今
年
の
４
月
分
か
ら
４
、
５
０
０
円

に
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
者
が

|岩津市民セ;タ;プ;ポjシ:ン::j

ふ
え
続
け
て
い
く
の
と
、
年
金
額
が

物
価
上
昇
な
ど
に
合
わ
せ
て
毎
年
増

額
さ
れ
て
い
く
た
め
に
、
国
の
負
担

額
及
び
、
被
保
険
者
の
保
険
料
負
担

も
ふ
え
て
ゆ
く
た
め
で
す
、

六
ツ
美
寮
中
高
層
住
宅
（
六
ツ
美
南

部
小
学
校
の
西
側
）

　
と
き
　
午
前
９
時
～
1
0
時

ｍ
林
野
火
災
防
ぎ
よ
訓
練

　
と
こ
ろ
　
桑
谷
町
字
堂
ヶ
入
地
内

　
（
鼎
谷
キ
ャ
ン
プ
場
北
側
の
山
林

　
一
帯
）

　
と
き
　
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1
時

●
　
巾
天
等
に
よ
り
延
期
の
場
合
は
、

　
３
月
1
5
日
間
同
時
刻
。
同
場
所
で

　
行
い
ま
す
、

●
　
訓
練
場
所
付
近
は
、
消
防
車
が

　
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
り
ま
す

　
の
で
、
実
火
災
と
間
違
え
な
い
よ

　
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
河
川
等
を
使
用
し
放
水
訓

練
を
行
い
ま
す
の
で
、
洗
濯
物
等
に

ご
注
意
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
訓
練

所
付
近
に
車
の
駐
車
等
を
し
な
い
よ

う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
、

消
防
本
部
庁
舎

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

　
消
防
本
部
（
朝
日
町
）
庁
舎
屋
上

の
サ
イ
レ
ン
を
、
こ
れ
か
ら
次
に
該

当
す
る
と
き
吹
鳴
い
た
し
ま
す
．

●
　
火
災
讐
報
発
令
及
び
解
除
時

　
　
　
＾
ｓ
-
^
.
^
-

'
i
-
'
-
^
y
ｇ

-
.
i
.
.
^
.
|
|
川
繰
返
す

　
　
　
解
゛
Ｍ
ｌ
　
卜
μ
吹
u
　
三
６
休
　
了
分
間
吹
『

●
　
地
震
警
戒
宣
言
発
令
時
　
一
回

　
　
　
　
　
？
ｈ
‐
吹
喝
‐
五
り
休
　
繰
返
す

●
　
火
災
予
防
運
動
期
間
中

Ｔ
債
几
峙

μ
吹
鳴

一
回

市
政
だ
よ
り

　
　
　
酋
剥
い
局
1
1
1
1
番

巾
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
毎
月
咄
日
変
更

保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
き
2
1
局
1
1
1
2
番

　
休
日
緊
急
小
引
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
口
メ
モ
（
胸
の
痛
み

に
つ
い
て
）
　
　
　
毎
Ｕ
咄
日
変
更

子
ど
も
の
お
は
な
し

｢安産地ぞう・子守地ぞう｣

　井内町　３月１日～15日

　　　　萱21局1113番

〈
国
民
年
金
〉

保
険
料
は
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
に

社
会
生
活
課
年
金
係

　
　
　
　
　
き
2
3
1
・
Ｒ
７
‐
７
１

　
第
４
期
分
ま
で
の
保
険
料
の
納
付

は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、
万

一
事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
障
害
年
金

や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い

ば
か
り
か
、
将
来
、
期
間
不
足
に
よ

っ
て
老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
た
保
険
料
は
、
納
期
限

暮らしの中の体力づくり

(;こ ●座るとき

ペチヤ座りをする（関節

の柔らかさを増す）

中
高
層
建
築
物
と

林
野
火
災
防
ぎ
よ

訓
練
を
行
い
ま
す

消
防
本
部

公
21

5
1
5
1

　
全
国
一
せ
い
に
実
施
さ
れ
る
「
春

の
火
災
予
防
運
動
」
の
一
環
と
し
て

市
民
の
防
火
意
識
の
商
揚
と
消
防
技

術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
元
及
び

各
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
消
防
訓

練
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
ご
見
学

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
日

　
昭
和
5
6
年
３
月
８
日
鼎

旬
中
高
層
建
築
物
火
災
救
助
訓
練

　
と
こ
ろ
　
中
島
町
字
長
池
地
内



　
1
4
レ
ジ
ャ
ー
農
園

　
利
用
の
募
集

農
務
課
園
芸
係

　
　
　
　
　
豊
2
3
1
６
1
９
９

　
レ
ジ
ャ
ー
農
園
は
、
土
に
親
し
み

花
や
野
菜
を
栽
培
し
て
楽
し
む
と
と

も
に
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と

し
た
「
い
こ
い
の
場
」
で
す
。

　
あ
な
た
も
土
と
緑
の
か
お
り
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
岡
崎
市
レ
ジ
ャ
ー
農
園
の
会
で
は
、

昭
和
5
6
年
度
の
利
用
巾
込
み
の
受
付

を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
申
込
期
間

　
３
月
２
日
～
3
1
日
（
先
着
順
に
受

付
け
。
定
貝
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す
）

　
申
込
方
法

　
葵
農
協
本
所
（
伊
賀
町
）
に
用
意

し
て
あ
る
申
込
沓
に
会
費
を
添
え
て

申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
印
鑑
持
参
）

　
利
用
場
所
　
真
伝
町

　
利
用
期
間

　
４
月
１
日
Ｉ
昭
和
5
7
年
３
月
3
1
日

　
会
費

　
―
区
画
（
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル
）

つ
き
。
年
間
３
千
５
百
円
。

‰＝

　
く
わ
し
く
は
、
農
務
課
園
芸
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税

　
台
帳
の
縦
覧

資
産
税
課
　
S
2
3
-

Ｃ
Ｄ
　
-
０
７

　
昭
和
5
6
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行
っ
て

い
ま
す
。

　
期
間
　
３
月
１
日
1
2
0
日
（
た
だ

し
日
曜
日
は
除
く
）

　
場
所
　
市
役
所
資
産
税
課

　
時
間
　
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５

時
（
た
だ
し
土
曜
日
は
午
後
零
時
3
0

分
ま
で
）

都
市
計
画
道
路
衣
浦
岡
崎
線
の
事

愛
知
県
消
費
生
活

　
改
善
推
進
員
の

消
費
生
活
モ
ニ
タ
Ｌ

物
価
モ
ニ
タ
ー

募

心

集

社
会
生
活
課
公
2
3
j
6
1
4
5

西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
萱
5
3
　
０
９
９
９

　
愛
知
県
で
は
、
消
費
者
行
政
や
物

価
行
政
の
よ
り
効
果
的
な
推
進
を
図

る
た
め
、
次
の
要
領
で
消
費
生
活
改

善
推
進
員
（
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
・

物
価
モ
ニ
タ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
人
員
　
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

５
百
人
、
物
価
モ
ニ
タ
ー
５
百
人

　
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

●
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

０
　
不
当
な
表
示
、
不
当
な
取
引
、

　
危
険
な
商
品
な
ど
の
監
視
と
通
報

業
が
、
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
　
＠
　
消
費
者
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ

し
た
。
同
事
業
地
を
表
示
す
る
図
而
　
　
　
Ｉ
ト
ヘ
の
回
答

等
の
縦
覧
を
開
発
部
都
市
計
画
課
で
　
＠
　
消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
や

行
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
望
の
提
出

　
施
行
者
の
名
称
　
愛
知
県
　
　
　
　
○
　
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動

　
施
行
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
推
進

　
昭
和
5
6
年
１
月
1
3
日
Ｉ
昭
和
5
8
年
　
＠
　
消
費
者
苦
情
の
吸
収

３
月
3
1
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
消
費
者
行
政
に
関
す
る
啓
発
と

　
事
業
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宣
伝

　
大
西
町
宇
川
坂
お
よ
び
大
平
町
字
　
＠
　
県
が
行
う
消
費
生
活
に
関
す
る

小
欠
、
字
石
丸
地
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
議
や
研
修
会
へ
の
出
席

31
日
㈹

30
日
(月)

28
日

出

27
日
吻

26
日
困

25
日
俐

24
日
附

23
日
囲

20
日
吻

19
日
俐

18
日
俐

17
日
脚

16
日
(月)

蛮
日

1§

,本リ

羽和西上
根田１和
北団区田

新地■ 1
　｀｀2区
穎回

　、．区　a:'-羽

　口､上根

ぶ針針
鵠

む

リ

菖

束敏

　≒

　Ｌ
　～

　北3　μ

聯
ド難

高
須

高
田

萱
園

永
井

挫

心

U

I*-

喉

申!

a*.

リ

ぶ

雖

宍

上爽

下

野中
畑之
　郷

　土　井･

　下

　和
　田

収
集
実
施
町
名

示
阻
用
い

一
を
休
み
ま
す
。
　
…
…

愛
知
こ
ど
も
の
国

　
　
３
月
の
行
事

愛
知
こ
ど
も
の
国
協
会

容
（
0
5
6
3
6
2
）
4
1
5
1

・
万
歩
タ
イ
ム
競
走

　
と
き
　
３
月
８
日
（
雨
天
は
1
5
日
）

午
前
1
1
時
～
午
後
３
時

　
と
こ
ろ
　
全
園
内

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
と
き
　
３
月
9
1
一
日
（
雨
天
は
2
2
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
と
こ
ろ
　
あ
さ
ひ
が
丘

※
お
問
合
せ
は

　
〒
４
４
４
－
０
７
愛
知
県
幡
豆
郡

幡
豆
町
大
字
束
幡
豆
字
南
越
田
３
番

地
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
協
会
利
用
課

へ

｜



　
　
●
物
価
モ
ニ
タ
ー

き
○
　
生
活
関
連
物
資
の
価
格
や
出
回

ざ
　
　
り
状
況
の
調
査
と
報
告

　
　
＠
　
随
時
に
行
う
問
題
物
資
等
の
価

カ
　
　
格
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

お
ｅ
　
生
活
関
連
物
資
に
異
常
事
態
が

　
　
　
発
生
し
た
場
合
の
通
報

市政だよ≪J日１

昭和56年３月15

○
　
物
価
問
題
に
関
す
る
意
見
や
要

　
望
の
提
出

＠
　
物
価
に
関
す
る
懇
談
会
等
へ
の

　
出
席

　
依
頼
期
間
　
依
頼
す
る
日
か
ら
、

昭
和
5
7
年
３
月
3
1
日
ま
で

　
謝
礼
　
１
万
２
千
円
（
予
定
）

　
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
2
0

歳
以
上
の
女
性
の
か
た
。
た
だ
し
、

公
務
貝
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職

者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
県

が
募
集
す
る
他
の
モ
ニ
タ
ー
を
兼
ね

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
募
集
期
間
　
昭
和
5
6
年
３
月
２
日

㈲
～
３
月
1
4
日
出

　
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

市
役
所
社
会
生
活
課
消
費
生
活
係
、

お
よ
び
愛
知
県
西
三
河
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

１
　
ｔ

＠
　
訓
練
修
了
後
実
務
経
験
７
年
で
、

　
職
業
訓
練
指
導
貝
免
許
証
が
申
請

　
に
よ
り
無
試
験
で
与
え
ら
れ
る
。

お
子
さ
ま
の

　
　
進
学
の
た
め
に

″
国
の
進
学
ロ
ー
ン
″

国
民
金
融
公
庫
岡
崎
支
店

　
　
　
　
　
　
進
学
ロ
ー
ン
係

　
　
　
　
　
　
ａ
2
4
1
1
７
1
1

　
進
学
資
金
貸
付
は
高
等
学
校
、
大

学
等
へ
の
入
学
に
際
し
、
入
学
金
、

授
業
料
な
ど
、
多
額
の
一
時
金
を
必

要
と
す
る
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
長
期
、

低
利
の
国
の
貸
付
制
度
で
す
。

　
利
用
で
き
る
か
た
　
高
等
学
校
、

大
学
等
に
進
学
さ
れ
る
た
め
の
資
金

を
必
要
と
さ
れ
る
か
た

　
使
い
み
ち
　
入
学
金
、
授
業
料
、

施
設
設
備
費
な
ど
学
校
に
納
め
る
資

金
お
よ
び
受
験
料
、
教
科
書
代
な
ど

進
学
に
際
し
必
要
な
資
金

　
融
資
額
　
一
世
帯
あ
た
り
5
0
万
円

以
内

　
金
利
　
年
８
・
８
％

　
融
資
期
間
　
高
校
３
年
以
内
。
大

学
４
年
以
内

　
保
証
人
　
１
名
以
上
、
資
学
資
金

融
資
保
証
基
金
を
利
用
さ
れ
る
場
合

は
不
要
で
す
。

　
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
金
均
等
返

済
、
ご
希
望
に
よ
り
ボ
ー
ナ
ス
月
増

額
返
済
を
併
用
で
き
ま
す
。

　
取
扱
期
間
　
5
6
年
１
月
～
４
月

婚
前
学
級
を

　
　
　
　
開
き
ま
す

岡
崎
保
健
所
萱
η
一
　
2
5
0
1

　
日
時
　
３
月
2
2
日
剛
　
午
後
零
時

3
0
分
１
４
時
　
場
所
　
岡
崎
保
健
所

対
象
　
婚
約
者
と
新
婚
の
か
た
（
で

き
る
だ
け
お
二
人
で
）
　
内
容
　
結

婚
に
必
要
な
知
識
（
希
望
に
よ
り
血

液
検
査
を
行
い
ま
す
）
　
受
講
料

無
料
　
申
込
み
　
電
話
で
保
健
所
保

健
婦
係
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
の
移
転

　
工
事
は
お
早
め
に

　
　
　
ご
予
約
を

岡
崎
電
報
電
話
局

　
　
　
　
　
　
a
2
2
‐
９
２
1
８

　
３
月
、
４
月
は
転
勤
・
転
居
な
ど

で
電
話
の
移
転
工
事
の
申
込
み
が
大

変
多
い
月
で
す
。

　
ご
希
望
の
日
に
工
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
、
お
早
め
に
お
申
し
出

願
い
ま
す
。

・
　
家
の
中
の
工
事
は
…
1
0
日
ほ
ど

　
前
に

・
　
引
越
し
な
ど
の
場
合
は
・
：
２
週

　
間
ほ
ど
前
に

　
　
西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
き
5
3
－
０
９
９
９

　
日
時
　
３
月
６
日
吻

　
場
所
　
岡
崎
商
工
会
議
所
中
ホ
ー

ル　
テ
ー
マ
　
暮
ら
し
と
家
庭
教
育

　
講
師
　
愛
知
県
教
育
委
貝

　
　
　
　
　
　
　
宮
田
力
松
氏

　
定
員
　
１
２
０
名
（
先
着
順
）

　
入
場
料
　
無
料

　
申
込
方
法

　
３
月
４
日
團
ま
で
に
、
愛
知
県
西
三

河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
豊
2
4
－
1
8
5
8

▼
く
ら
し
と
警
察
展

　
　
　
　
　
　
３
月
６
日
～
８
日

▼
三
河
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
案
内

　
パ
ネ
ル
展

　
　
　
　
　
　
３
月
９
日
～
1
5
日

▼
愛
知
の
イ
ラ
ス
ト
展

　
　
　
　
　
　
３
月
1
6
日
1
2
2
日

▼
森
の
働
き
パ
ネ
ル
展

　
　
　
　
　
　
３
月
2
3
日
～
3
1
日

　
　
　
　
●

岡
崎
建
設
高
等

　
職
業
訓
練
校

入
校
の
ご
案
内

岡
崎
建
設
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
＆
Ｋ
>
　
〇
８
２
９

　
普
通
馴
練
課
程

・
建
築
科
・
：
３
年
　
・
左
官
科
…
３

年
　
・
板
金
科
（
建
築
）
…
３
年

・
石
材
科
…
３
年
　
・
木
工
科
（
建

具
）
・
：
２
年

　
馴
練
時
間

　
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日
　
午
後
６

時
3
0
分
～
９
時
2
0
分

　
入
学
資
格

　
中
学
校
卒
業
以
上
で
、
就
職
先
で

資
格
の
あ
る
職
業
訓
練
指
導
貝
の
実

技
指
導
が
受
け
ら
れ
る
か
た

　
入
校
申
込
み

　
３
月
1
5
日
か
ら
４
月
1
0
日
ま
で
に

入
校
順
に
記
入
し
て
、
岡
崎
建
設
高

等
職
業
訓
練
校
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

ｉ
Ｏ

Ｆ
Ｖ

（
用
紙
は
訓
練
校
に
あ
り
拿
Ｔ
）

　
入
校
日
　
４
日
1
5
日
團

　
特
典

○
　
訓
練
修
了
時
の
技
能
照
査
に
合

　
格
す
る
と
、
技
能
士
捕
の
称
号
が

　
与
え
ら
れ
る
。

＠
　
技
能
照
査
合
格
者
は
２
級
技
能

　
検
定
受
験
の
際
、
学
科
試
験
が
免

　
除
さ
れ
る
。
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岡
崎
職
業
訓
練
校

訓
練
生
の
募
集

県
立
岡
崎
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
き
5
1
－
0
７
7
5

　
訓
練
科
及
び
期
間
・
定
員

・
機
械
製
図
科
　
3
0
名
（
１
年
・
女

性
可
）
　
　
・
機
械
科
　
3
0
名
（
１
年
）

・
電
気
工
事
科
　
2
0
名
（
１
年
）

・
自
動
車
整
備
科
　
3
0
名
（
１
年
）

入
校
日
　
昭
和
5
6
年
４
月
７
日

　
応
募
資
格
　
年
齢
3
0
歳
以
下
の
か

た
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
か
た

　
（
昭
和
5
6
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
か

た
を
含
む
）

　
応
募
方
法
　
昭
和
5
6
年
３
月
高
等

学
校
卒
業
見
込
み
の
か
た
は
、
人
校

願
書
（
訓
練
校
に
有
り
）
と
調
査
書

　
春
が
近
く
な
る
に
つ
れ
．
新
し
く
　
・
　
机

学
校
に
入
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
　
　
上
下
訓
節
は
脚
部
の
穴
を
ス
ラ
イ

で
は
、
心
待
ち
の
反
面
、
頭
の
痛
い
　
　
ド
し
、
ボ
ル
ト
で
固
定
す
る
仕
組
み

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
子
供
の
欲
し
が
る
物
は
買
っ
て
や

り
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
は
わ
か
り

ま
す
が
、
学
用
品
を
選
ぶ
と
き
は
、

そ
の
商
品
が
持
つ
本
来
の
目
的
を
忘

れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
装
飾
を

つ
け
た
り
、
見
か
け
を
良
く
し
た
も

の
が
学
用
品
と
し
て
必
要
か
を
考
え

て
、
華
美
な
も
の
、
珍
し
い
も
の
、

便
利
す
ぎ
る
も
の
に
走
る
傾
向
を
改

め
、
我
慢
さ
せ
る
こ
と
も
し
つ
け
の

一
つ
で
す
。
良
い
も
の
を
長
く
大
切

に
使
わ
せ
る
指
導
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
強
度
は
ス
チ
ー

ル
製
が
最
も
良
く
、
木
製
で
は
む
く

材
を
使
っ
た
も
の
が
安
心
で
す
。
穴

の
位
置
に
狂
い
が
な
く
ボ
ル
ト
で
し

っ
か
り
と
締
め
ら
れ
る
も
の
を
選
び

　
天
板
は
、
広
く
水
平
な
も
の
を
。

飾
り
つ
け
の
派
手
な
も
の
は
必
要
な

い
で
し
ょ
う
。

㈱
　
い
す

　
机
よ
り
三
倍
早
く
傷
む
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
堅
固
さ
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
一
番
高
い
状
態
に
し
て
座

り
、
い
す
を
が
夕
つ
か
せ
て
み
て
、

｜

（
就
職
者
用
）
を
訓
練
校
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
高
等
学
校
卒
業
者
の
満
3
0

歳
ま
で
の
か
た
は
、
最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
か
、
岡
崎
職
業
訓
練
校

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

不
安
定
な
も
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
い
す
の
前
端
に
力
を
か
け
て
、
安

定
の
よ
い
も
の
を
選
び
ま
し
よ
う
。

旬
　
机
と
い
す
の
高
さ

　
い
す
の
高
さ
…
…
腰
か
け
て
真
っ

す
ぐ
に
下
ろ
し
た
足
の
裏
が
ぴ
っ
た

り
床
に
つ
く
高
さ
が
適
正

　
眺
の
高
さ
…
…
天
板
が
、
い
す
よ

り
2
2
1
一
一
一
　
　
剛
ぐ
ら
い
高
い
も
の
。
い

す
に
座
っ
て
背
を
伸
ば
し
、
ひ
じ
を

曲
げ
て
、
ち
ょ
う
ど
ひ
じ
が
ふ
れ
る

高
さ
で
す
。

．≫I ●●・<●≫

”

ミ

高
浜
職
業
訓
練
校

訓
練
生
の
募
集

県
立
高
浜
職
業
訓
練
校

き
0
5
6
6
1
5
3
－
０
０
3
1

　
募
集
訓
練
科
　
・
第
１
建
築
科

3
0
名
　
・
建
築
製
図
科
　
3
0
名
（
女

性
可
）
　
　
・
イ
ン
テ
リ
ア
ー
サ
ー
ビ

ス
科
　
3
0
名
（
女
性
可
）

　
応
募
資
格
　
昭
和
5
6
年
３
月
高
等

学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

か
た
、
又
は
高
等
学
校
と
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
か
た
で
お
お
む
ね

3
0
歳
以
下
の
か
た

　
応
募
手
続
き
　
①
新
規
学
卒
者
は
、

入
校
願
書
（
当
佼
に
有
り
）
　
・
調
査

書
（
就
職
者
用
）
各
１
迦
　
②
そ
の

他
の
か
た
は
、
入
校
願
書
と
健
康
診

断
書

　
選
考
　
①
応
募
書
類
が
届
き
次
第

随
時
選
考
し
ま
す
。
　
②
試
験
吋
目

は
、
国
語
・
数
学
・
社
会
と
面
接

　
特
典
　
受
験
料
、
入
学
金
。
授
業

料
は
無
料
で
す
。

　
【
岡
崎
市
】

経
営
相
談
　
３
月
1
2
日
（
木
）
午

社
会
生
活
課

　
　
　
a
2
3
－
6
1
４
７

　
ね
た
き
り
の
ま
ま
で
毎
日
を
過
ご

し
て
お
ら
れ
る
お
年
寄
り
の
保
健
、

衛
生
と
気
持
よ
い
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
ふ
と
ん
の
丸
洗
い
、

乾
燥
、
殺
菌
・
脱
央
を
無
料
で
次
の

と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　
乾
燥
　
４
月
、
1
2
月
、
２
月

　
丸
洗
い
　
６
月

　
殺
菌
・
脱
臭
　
９
月

　
対
象
者
　
市
内
に
住
所
の
あ
る
お

お
む
ね
6
5
歳
以
上
の
在
宅
ね
た
き
り

老
人
の
か
た
で
、
―
回
に
ふ
と
ん
。

掛
ふ
と
ん
、
毛
布
を
４
枚
ま
で
無
料

で
行
い
ま
す
の
で
、
家
族
の
か
た
は

ご
遠
慮
な
く
地
区
民
生
委
貝
、
又
は

社
会
生
活
課
老
人
係
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。



　
　
後
１
時
’
ｊ
４
時
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

き
　
　
商
工
労
政
課
・
電
2
3
－
6
2
1
2

ざ
　
　
金
融
相
談
　
毎
日
（
休
日
を
除
く
）

｀
　
午
前
８
時
3
0
分
Ｉ
午
後
５
時

ヵ
　
　
商
工
労
政
課
・
電
2
3
－
6
2
1
4

お
　
「
岡
崎
商
工
会
議
所
」

　
　
　
法
律
相
談
　
３
月
２
日
・
1
6
日

り
　
午
前
1
0
時
１
午
後
４
時

心
　
　
金
融
相
談
　
毎
日
、
た
だ
し
巾
小

政
公
庫
は
３
月
1
3
日
、
商
工
中
金
は
３

市
月
(
＞
3
日
の
各
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
　
　
発
明
相
談
　
３
月
６
口
・
2
0
口

　
　
午
後
１
時
～
５
時

　
　
　
経
営
相
談
　
３
月
６
日
　
午
後
１

　
　
時
～
５
時

市民相談室
き23－6 4 92
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　●

市民相談｀

市民相談室では、つぎのような相談を行っております。お気

軽にご相談ください。

毎日行っている相談(回－巾門昌昌に-"Fft 5し)

｜

　
労
務
相
談
　
３
月
７
日
・
2
8
日

午
前
９
時
～
正
午

　
下
賎
斡
旋
相
談
　
３
月
1
2
日
　
午

前
1
0
時
１
午
後
４
時

　
商
店
経
営
相
談
　
３
月
1
8
日
　
午

後
１
時
～
５
時

付
に
対
す
る
医
学
的
判
定
・
補
装
具

相
談

　
日
　
時

　
３
月
2
4
日
（
火
）
受
付
時
間
＝
午

前
1
0
時
～
1
2
時
　
診
断
時
間
１
午
後

１
時
～
３
時
　
袖
装
具
相
談
＝
午
前

1
0
時
～
３
時

　
場
　
所
　
岡
崎
市
福
祉
の
村
身
体

障
害
者
セ
ン
タ
ー
　
友
愛
の
家

　
申
込
み

　
あ
ら
か
じ
め
福
祉
課
へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
当
日
の
受
付
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
　
診
察
は
午
後
に
な
り
ま

す
か
ら
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

!!

※相談は、才べて無料・秘密です。

※市民相談室は、市役所正i削東口）入って左側です。

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

郡
額
田
町
）
▼
藤
田
元
弘
（
大
和
町
）

▼
杉
浦
猛
（
上
里
３
丁
日
）
▼
岡
崎

ウ
レ
タ
ン
販
売
㈱
▼
新
束
熔
材
ガ
ス

㈱
▼
岡
崎
信
用
金
庫
▼
碧
海
信
用
金

庫
▼
岡
崎
ウ
レ
タ
ン
工
業
㈱
▼
矢
作

南
保
育
園
母
の
会
▼
中
根
芳
松
（
明

大
寺
町
）
▼
岩
月
文
子
（
六
供
町
）

▼
成
瀬
そ
の
子
（
東
大
友
町
）
▼
河

合
公
忠
（
渥
美
郡
渥
美
町
）
▼
山
崎

誠
（
堂
前
町
）
▼
昭
和
5
4
年
度
山
中

小
学
校
卒
業
生
父
兄
一
同
▼
昭
和
1
8

年
度
山
中
小
学
校
卒
業
生
有
志
一
同

▼
山
中
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
日
本
タ
ッ

パ
ー
ウ
ェ
ア
ー
㈱
岡
崎
製
作
所
▼
野

村
辰
夫
（
藤
川
町
）
▼
畑
田
秀
夫
（
羽

栗
町
）
▼
畑
ｍ
定
夫
（
羽
栗
町
）
▼

戸
松
陣
史
（
美
合
町
）
▼
矢
作
南
小

学
佼
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
石
原
勝
行
（
美
合
町
）

▼
中
根
浩
三
（
鴨
山
町
）
▼
細
川
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Λ
▼
大
樹
寺
小
学
校
６
年

生
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
菅
谷
敏
夫
（
伊
賀
町
）

▼
原
田
小
一
　
（
閻
町
）
▼
古
見
厚
（
安

城
市
）
▼
㈱
松
坂
屋
岡
崎
店
▼
ミ
リ

オ
ン
友
の
会
（
名
古
屋
市
中
区
）
▼

井
上
勉
（
在
日
井
市
高
座
町
）
▼
六

ッ
美
北
保
育
園
母
の
会
▼
匿
名
の
か

た
１
名

回
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
蒲
郡
競
艇
従
業
貝
▼
中
部
サ
ン
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
▼
日
名
中
町
子
ど

も
会
▼
原
出
真
衣
（
中
町
）
▼
原
田

真
千
子
（
中
町
）
▼
野
田
景
治
（
明

大
寺
町
）
▼
矢
作
農
業
協
同
組
合
Ａ

コ
ー
プ
矢
作
店
▼
石
川
輝
夫
（
元
能

見
町
）
▼
匿
名
の
か
た
３
名

▼
六
名
保
育
園
一
同
▼
佐
野
寿
市
▼

白
鳩
保
育
園
母
の
会
▼
中
川
悟
（
明

大
寺
町
）
▼
ア
イ
リ
ン
社
貝
一
同
▼

マ
ル
コ
親
睦
会
▼
岡
崎
市
葵
農
業
協

同
組
合
▼
岡
崎
市
東
部
農
業
協
同
組

合
▼
六
ッ
美
農
業
協
同
組
合
▼
矢
作

農
業
協
同
組
合
▼
大
樹
寺
学
区
総
代

会
▼
安
藤
恒
海
（
伊
汽
新
町
）
▼
昭

和
5
5
年
皮
梅
園
小
学
校
卒
業
生
保
護

者
一
同
▼
緑
丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
大

和
田
美
奈
子
（
鴨
田
町
）
▼
梅
園
幼

推
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
浦
野
喜
代
蔵
（
額
田

省
エ
ネ
時
代
に

省
エ
ネ
住
宅
を

　
こ
れ
か
ら
家
を
新
築
や
改
造
し
よ

う
と
す
る
か
た
は
、
採
光
や
熱
効
率
、

節
水
な
ど
を
十
分
考
え
た
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
住
宅
を
造
る
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
あ
な
た
の
家
の
こ
と
で
無
料

で
専
門
家
と
相
談
し
、
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
一
度
来
て

く
だ
さ
い
。

　
私
共
一
人
ひ
と
り
が
、
身
近
か
な

と
こ
ろ
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
心
が
け

る
こ
と
こ
そ
最
も
大
切
で
す
。
そ
し

て
そ
う
す
る
こ
と
が
家
計
を
助
け
豊

か
な
暮
ら
し
の
礎
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

身
体
障

巡
　
回

相害

談者

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
登
2
3
1
6
1
5
4

　
主
　
　
催

　
相
談
科
名

耳
鼻
咽
喉
科

　
相
談
内
容

名　称 内　　　　　　　　容

行政相談 市政に封する苫情・嬰m・意見・相談・問介せ

生活相談 日常生活から上じるいろいろな岡りごとの相談

交通事故相談 交通事故の賠償問題､保険請求r･続き､示談の進め方等の相談

高齢者職業相談 55歳以上, 65歳未満のかたの求人・求瞰の和mと紹介

愛
知
県

整
形
外
科
・
限
科
・

身
体
障
害
者
手
帳
交

特別の日に行っている相談（午後i時~4時）

名　　称 相談日 内　　　　容 相映員

心配ごと・人権相談 個椙
人権問胆・心配ごと・11*1みご

とや近隣のもめごと等の川談
人佛擁直委員

困りごと・行政相談 個詔
国・公社・県・巾の行政に対

する古情・要望・意見・相談
行政相談委貝

‰に需

(

にお申込みくだ斗

9
3呪賢

4貼M

法m専門家による相談

契約書等の資料かあればご持

参ください

弁　護　i:

税金相談 ３月19日 国脱・地方税等税命の相談 視　理　士

住宅金融公庫

融　責相談 3昭呂 住宅金敞公庫のna資相談
住宅金融公庫

til　談　u

登　記相談 ３月19日 登記に関ずる相巌
司法杏士

１地家屋済在士

建　築相談 ３月12日
建築基準法の知識、設計など

住まいづくりの相談
建　築　十

剛量設計相談 ３月18日
土地刈量・地研計詐孚の測吊

相談
測　謎　±
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新
入
学
児
童
の
交
通
安
全

ｊ

交
通
ル
ー
ル
を
親
子
で
語
ろ
う

？
―

　’　　'･ ! ･

Ｃ ･;Sり-〕'.. ?

"^
ヽ、　　ぺ’

　
新
学
期
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。

新
入
学
児
童
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
で

は
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が

ら
、
入
学
の
準
備
に
な
に
か
と
お
忙

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
お
子
さ
ん
の
入
学
に
あ
た
っ
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
一
つ
に
、

交
通
ル
ー
ル
の
し
っ
け
が
あ
り
ま
可
。

　
い
ま
ま
で
は
、
比
較
的
家
の
近
所

で
遊
ん
で
い
た
子
供
た
ち
も
、
学
校

に
通
う
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
行
き

帰
り
を
初
め
、
新
し
い
友
だ
ち
も
で

き
る
な
ど
し
て
、
行
動
範
囲
は
し
だ

い
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
、
交
通
事
故
で
す
。

　
毎
年
、
こ
の
時
季
は
、
新
入
学
児

童
の
交
通
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。
入

学
を
前
に
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
に

つ
い
て
、
い
ま
一
度
親
子
で
よ
く
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

〈
お
母
さ
ん
へ
〉

登
校
一
一

‐
．
‘

〔
日

は

ゆ
と
り
を
も
っ
て

　
ｆ
供
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、
ふ
だ

ん
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
教
え
る

と
と
も
に
、
朝
、
学
校
に
送
り
出
す

と
き
は
、
次
の
点
に
十
分
気
を
つ
け

Ｉ
出
か
け
る
と
き
に
し
か
ら
な
い

ｔ
忘
れ
も
の
を
さ
せ
な
い

●
通
学
時
間
に
ゅ
と
り
を
も
た
せ
る

　
ｆ
供
は
、
し
か
ら
れ
る
と
そ
の
こ

と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
周
囲

の
状
況
が
目
に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
時
間
に
ゅ
と
り
が
な
か
っ

た
り
、
忘
れ
も
の
を
す
る
と
、
非
常

に
あ
わ
て
る
た
め
注
意
力
が
散
漫
に

な
り
、
嘔
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
か

ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
片
、
車
を
迦
転
さ
れ
る
か
た
は
、

こ
う
し
た
ｆ
供
の
行
動
特
性
を
十
分

理
解
し
て
、
ｆ
供
を
見
た
ら
「
赤
信

廿
」
と
思
い
、
細
心
の
注
意
を
払
い

ふ
ま
し
ょ
ヽ
つ
。

岡崎市市長公室広報広聴課　〒444　岡崎市十王町２丁目９番地　き23－6033編集と発行
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